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            第 ２ 学 期 始 業 式 ～校長の話から～ 

一人ひとりが頑張る２学期にするために二つ話をします。 一つめ、健康に過ごして欲しいこと

です。熱中症にかかるなどして体の調子を崩さないこと、まずはこれが一番の願いです。新型コ

ロナウイルス感染症がまだ続いていますので、担任の先生から話を聞き、感染を広げないような

対策を徹底していきましょう。ただし、感染は誰にだって起こります。感染した人が悪いことを

したわけではありません。悪いのはウイルスです。もし身の回りに感染した人がいたら、その人

の気持ちになって考える思いやりの行動ができることも大事です。二つめ、楽しい教室にしよう

ということです。みんなが「できた！」「わかった！」「楽しかった！」と感じ合える教室です。

自分が頑張ったことやできたことを、他の人から認められたらもっとやる気になります。友達の

よさを認めて「すごいね！」と声をかける、実はその声をかけている自分も良い気持ちになれる

のです。みんなの心がつながり合っていたら、安心して学校生活ができ、楽しい教室になります。 

２学期の終業式は１２月２３日になります。その日に今日の自分と比べると、必ず成長した姿

があるはずです。いろいろなことに挑戦して新しい自分を築いていきましょう。 

平 和 学 習（７・８月） 

〇長崎平和推進協会の早崎猪之助さん（深江町出身）が被爆体験の講話をし

てくださいました。爆心地より1.1キロメートル三菱兵器製作所大橋工場に

勤務中、部品の修理をする別の技術ビルに移動していた時に被爆されまし

た。背にした厚い鉄筋コンクリートの柱が熱線と爆風を遮る壁となり、早崎

さんは軽傷で済んだそうですが、32 人中 2 人だけが生き残ったということ

でした。体験された被爆後の状況は地獄のような世界だったことが伝わってきました。原爆を体

験された方の高齢化に伴い、被爆体験講話を聞くことが難しくなってきています。 

〇８月９日全校平和集会で以下の内容を実施し、戦争の悲惨さと平和の尊さについて考えました。

＜各学年の平和の誓い  平和学習の発表（４年）  歌「平和の種」  校長講話＞ 

 １１時２分には原爆で犠牲になられた方のご冥福と平和への願いを込めて、各教室で黙とうを

捧げました。全校で準備した千羽鶴は、来年度の４年生が代表して長崎に届けます。 

 ９ 月 の 主 な 行 事 予 定 

８日（木） 

９日（金） 

12日（月） 

13日（火） 

18日（日） 

19日（月） 

夏休み作品展 

メディア教育（５・６年） 

運動会練習開始 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校 

家庭の日     

敬老の日 

23日（金） 

26日（月） 

27日（火） 

30日（金） 

10月2日（日） 

3日（月） 

秋分の日 

運動会予行練習会場準備 

運動会予行練習 

運動会会場準備 

秋季大運動会（半日開催） 

運動会振替休日          


